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呼吸 器感 染症 に対 す るCS-807の 臨床 成績

石橋弘義 ・大田 健 ・工藤宏一郎 ・可部順三郎

国立病院医療センター呼吸器科

CS-807を 急 性気管支炎4例,肺 炎5例 、感染を伴った気管支拡張症6例,び まん性汎細気管支

炎1例 計16例 の呼吸器感染症患者に投与し。臨床効果、副作用について検討した。

1回投与量は100～200mg,1日2回 食後、経口投与を原則 とし,3～30日 間投与した。臨床効

果は全体で16例 中13例(81.3%)に 有効であった。

副 乍用,検 査値異常は1例 に軽度の舌のあれが見られたほかは,全 ての例で認められなかった。

CS-807はR-3763(Fi1)の4位 カ ル ボ ン酸 に イ ソ

プ ロポキ シカル ボニ ルオ キ シエ チル をエ ステ ル結 合 させ,

経 口吸収性 を高 めた化 合 物(Fig.2)で あ り,本 剤 は吸

収後,腸 壁 の エ ス テ ラー ゼ に よ り加 水 分 解 さ れ,R

-3763と して血 中 に至 り抗 菌 力 を発 揮 す る。R-3763は グ

ラム陽性菌 か ら陰性 菌 に対 し広範 囲 に抗 菌 スペ ク トル を

有 し,従 来 の経 ロ セ フ ァロ スポ リン系薬 剤 が抗 菌 力 を も

ち 得 な か ったEnterobacter, Semtia, indole(+)

Proteusに も抗 菌 力 を もち,β-lactamaseに も安 定 性 を

有す る薬剤 とされ てい る1)。

我 々は本剤 を呼 吸 器感 染症 に投与 す る機 会 を得 たの で,

その有効 性,安 全 性 に つい て報 告 す る。

Fig. 1 Chemical structure of CS-807

Fig. 2 Chemical structure of R-3763

I.実 験 方 法

1.対 象および投与方法

対象は昭和61年3月 より同年8月 までに国立病院医

療センター呼吸器科を受診 した呼吸器感染症症例である。

CS-807の 投与量は1回100～200mg,1日2回 食後投与

とした。副作用の発現時を除けば最低3日 以上の投与を

原則 とした。

2.効 果判定

治療効果の判定は,臨 床症状(発 熱 咳,疾 の量と性

状,胸 痛等)X線 所見およ帆 血液所見(赤 沈,CRR

白血球数等)の 改善度を総合して以下の4段 階に判断し

た。3日 以内に明らかな改善をみたものを著効,早 期の

改善傾向の認められないものの2週 間以内に改善された

ものは有効,多 少の症状の改善が認められたものをやや

有効,そ の他を無効とした。

また細菌学的効果は薬剤投与前後の細菌学的消長を検

討し各々,除 菌,菌 減少,不 変,菌 交代の4段 階に分類

した。

安全性の検討のためには投与後の嘔吐,下 痢,発 疹等

の出現の有無を観察し,更 に薬剤投与前後の血沈 尿検

査により肝障害,腎 障害,ア レルギー反応の有無を検討

した。

臨床的有効 性と安全性を併せて本剤の有用性について

検討した。

II.成 績

1.治 療成績

CS-807投 与例の成績はTable 1に 示す通 りである。

急性気管支炎4例 は全て軽症であったが,1回200mg,

1日2回 投与を行った。投与期間は6～7日 であった。



420 C HIMOTHERAPY MAY, 1998



VOL 36 S-I CHEMOTHERAPY 421

Table 2

臨床効果は有効3例,や や有効1例 となった。やや有効

例は69才女性例で,起 炎菌は不明,CS-807投 与後,微

熱は改善されたが咳は改善されなかった。その後この症

例はBAPC1.59分3,7日 で改善した。

肺炎の5例 は,基 礎疾患ありが4例 で,そ の内訳は気

管支拡張症3例,び まん性汎細気管支炎(以 下DPB)

1例 であった。前投薬(NFLX)あ り1例,他 は初回

治療例であった。重症度よりみれば軽症肺炎2例,中 等

症肺炎3例 であった。CS-807の1回 投与量は100mgが

2例,200mgが3例,い ずれ も1日2回 投与を行った。

投与期間は14～30日 であった。その結果5例 中4例

が有効だったが,1例 は無効であった。有効例のうち症

例7(Table 1)は7(歳 女性,気 管支拡張症に起った中

等症の肺炎である。5年 前より急性増悪のたびに入院を

繰返していた。左右上野(特 に左に強度)に 肺炎像を呈

していた。CS-807200mgを1日2回 開始 した。1週

間目に菌消失と胸部X線 上の効果が認められ始め,2週

間目には更に改善が認められた。その為になお更に改善

を期待し投与を継続し,計30日 間CS-807を 投与した。

しかしX線 上の改善はそれ以上認められなかった。副作

用も認められな く効果は有効 とした。無効症例は44才

男性,DPBの 経過中に起こった中等症の肺炎であり,

起 炎 菌 はH.influenzae+Corynebacterium+B.

catarrhalisが 考えられた。

CS-807 100mgを1日2回,16日 間 にわたり投与 し

た結果,H.influenzaeが 残存 し、他の2種 の菌は消失

したが,7日 目よりP.aemginosaが 新たに出現した。

また胸部X線 所見上,お よび臨床所見(喀 疲量)も 改善

が認められず,無 効と判定した。本症例はその後PIPC

49/日+TOB12(1mg/日9日 間の点滴投与が有効で

あった。4例 の有効例中には前治療NFLX300mg,11

日間投与が無効であった例が含まれている。以上の結果,

急性気道感染症全例9例 中,7例(77.8%)に 有 効性

が認められた。

慢性気道感染症は7例 であり,感 染を伴った気管支拡

張症6例,DPB 1例 であったが,気 管支拡張症6例 で

は重症度で軽症1例 、中等症4例,重 症1例 であり,全

例が初回投与例であった。投与量は1回10(1mgが2例,

20(1mgが4例 であった。投与期間は3日 から15日間 であ

る。その結果6例 中5例 に有効性が認められた。無効例

は24才 女性,気 管支喘息を伴っていた症例であり,喀

疾検査の結果が投与3日 目にP.aeruginosaと 判 明し,

臨床症状も改善が認められず,無 効 と判定して3日 間で

投与を中止した。本症例はその後,CMX2.09/日+

CFX2.09/日 の投与でもP.aeruginosaは 除菌でき

なかった難治例である。

DPB例 は1例 であった。前治療な く軽症であった。

CS-807は1回200mg投 与 した,14日 間の投与で臨床症

状は改善が認められ,有 効と判定 した。以上より慢性気

道感染症7例 中6例85.7%の 有効性が認められた。呼
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Table 3 Bacteriological effects of CS-807

吸 器感 染 症 合 計 で は16例 中13例81.3%の 有 効 率 が 得 ら

れ た(Table2)。

2細 菌 学 的効 果

急 性 気 管 支 炎4例 中,起 炎 菌 検 出 例 はH.influen-

zae+B.catarrhalisの 検 出 され た1例 の み で あ った。

本 例 はCS-807投 与後,菌 は消 失 した。 急性 肺 炎5例 中

3例 が菌 が検 出 され,そ の 内 訳 は(イ)H.influenzae+

Corynebacterium+B.caごarrhalisの 組 合 せ1例,(ロ)

H.influenzae1例,(ハ)S.aureus 1例 で あ っ た。CS

-807投 与 後,(イ)例 でH.influenzaeが 残 存 し,P.aer-

aginosaが 出現 した。(ロ)例と(ハ)例は いず れ も菌 が消 失 し

た。 ま た投 与 前 に起 炎 菌 不 明 の1例 でB.catarrhalis

の 出現 をみた 。

気 管 支拡 張 症 の6例 で は,投 与 前全 例 に菌が 検 出 され

た。 内訳 は(a)S.aureus+H.influenzae 1例,(b)S.

pneumoniae 1例,(c)H.influenzae 1例,(d)S.

pneumoniae+B.catarrhalis 1例,(e)S.

pneumoniae+H.influenzae 1例,(f)P.aeraginosa

1例 で あ った。CS-807投 与 後(f)例 以 外 は全 て 除菌 さ れ

た。DPB例 は投 与前S.pneumoniae+H.influenzae

が検 出 され て いた が,本 症 例 もCS-807投 与 後,菌 は 消

失 した。細 菌 学 的面 よ りみたCS-807の 効 果 は投 与 前 に

何 らか の 原 因 菌 検 出 を み た11例 中,菌 消 失9例,減 少

1例,不 変1例 の結 果 とな り,菌 消 失 率 は11症 例 中9

例81.8%と な っ た。

菌 種 別 の効 果 はTable3に 示 す 如 くで あ り,GPC

のS.aureus,S.pneumoniaeが 各々1/為4/4の 各々

100%の 消失率が得られた。グラム陰性菌の消失率は8

catarrhalis 3/3, H.influenzae 6/7,Corynebacter-

ium 1/1,P.aeruginosa 0/1の 各々の成績で,GNB全

体では10/12,83.3%の 消失率が得られた。

副作用,検 査値異常は1例 において舌のあれがみとめ

られたほかは全ての例で認められなかった。

III.考 案

CS-807を 呼吸器感染症16例 に投与 し,そ の有用性に

ついて検討した。

急性気管支炎例は4例 で,投 与前に喀嬢検査で菌不明

3,菌 検出(H.influenzae+B.catarrhalis)1例 と

不明例が多く,菌 消失については言及不可能である。臨

床効果は1回200mg,1日2回 投与,7日 間で有効率は

3/4,75%で あって,通 常のセフェム系抗生剤なみの成

績であった。

肺炎例は5例 であった。このうち慢性気道感染症に続

発 した肺炎が4例 と大部分を占めていたのが特徴的で

あった。重症度は軽症2,中 等症3と 比較的軽い部類の

肺炎であり,重 篤な基礎疾患を有する症例はなかった。

起炎菌はH.influenzaeが2例,S.aureusが1例 に検

出された。 これは諸家の報告されている慢性気道感染症

に続発した肺炎時の菌の傾向と一致 している2も これら

の症例にCS-807を1回100～200mg1日2回 投与した。

その結果 細菌の検出されていた症例全例が除菌される

という好成績が得ら礼 臨床効果も4/5,80%と いう高

い有効性が得られた。

慢性気道感染症は7例 で,気 管支拡張症6例DPB

1例 であり,重 症度はDPBは 軽症1例 のみ,気 管支拡

張症で軽症1例,中 等症4例 重症1例 であった。これ

ら全例でCS-807投 与前に起炎菌が検出されていた。う

ち3例 は複数菌感染(2種)が 認められていた。起炎菌

ではH.influenzae 3例,S.pneumoniae2例 と慢性

気道感染症における一般的傾向と一致していた。また近

年注目されているB.catarrhalisも1例 検出されてい

た。CS-807の 細菌学的効果は,従 来より本剤が無効と

されていたP.aeruginosaの1例 では(投 与3日 後判

明のため3日 で投与中止とした)菌 不変で終わったが,

他 の例ではCS。8071回200mg1日2回 の投与で1

～2週 のうちに全て除菌された。臨床的にも全例で有効

の結果を得た。以上の如 く,慢 性気道感染症では,疾 患

の重症度,菌 分布の面からは従来報告された症例と同様

の症例群において,細 菌学的,臨 床的効果で従来にない

好成績を納め得た。

本剤の一つの特徴とされた,従 来のセフェム系経口抗
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生剤が感受性を持ち得なかったSerratia,Enterobacter

に対する効果の検討は,今 回の症例中にはそれらの菌を

有する症例がなく,検 討する機会がなかった。 しかし全

体的に,肺 炎の症例の好成績,ま た慢 性気道感染症にお

ける,従 来にない好成績よりみて,ま た少数例ではある

が投与した16例 に限っては副作用 も軽度の舌のあれ1

例のみという安全性の面からも,本 剤が極めて有用性の

ある薬剤であることが確認された。さらに1日2回 の投

与で有効であるという簡便さも加わ り。本剤が有望な経

ロセフェム系抗生荊であると思われる。
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CS-807 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

HIROYOSHI ISHIBASHI, KEN OHTA KOICHIRO KUDO, JUNZABURO KABE

Division of Respiratory Diseases, National Medical Center Hospital, Tokyo

CS-807 was administered in doses of 100-200mg twice daily for 3-30 days, to 16 patients with respiratory

tract infections. In acute bronchitis(4 cases), clinical responses was: good in 3 cases and fair in 1 case. In

pneumonia (5): good in 4 and poor in 1. In diffuse pulmonary bronchitis(1): good in 1 case. As to adverse

reactions, coating of the tongue was observed in one case.


